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Aゲストビジターの紹介  

ゲ ス ト : なし   ビジター  ：なし 

 

a 会 長 挨 拶     会 長   今村 一徳 君 

いよいよ 4 月になり新年度が始まりました。３年ぶりに

以前の新年度の風景が見られ、安どの思いがしました。 

さて、先日、２名の宇宙飛行士が決まりました。きっと

素晴らしい結果を出して頂けると思います。 

宇宙と言えば、私は学生時代わずかな期間ですが、星に

夢を持ち天体望遠鏡を抱え、夜空を見上げていたことを

思いだしました。個人的な考えですが、私は宇宙人はい

ると思います。先日、宇宙飛行士の野口さんが、宇宙を

東京ドーム位に例えると地球はそこにある針の穴位なの

でその中には宇宙人はいると思います。でも、出会うこ

とはないと思いますと言ってました。 

先日、「ムーンフォール」という映画を見ました。内容

は、月が軌道から外れ地球に激突するという映画ですが、

実は月は過去の人間が作った巨大建造物で、人間の祖先

は今の人間より進化し、現在の地球でない所でAIと安定

生活をしていたが、AI が自我に目覚め AI の中の反乱軍

が人間抹殺をくわだて人間社会を破壊し人間は反乱軍の

ＡＩから逃れ、人間は人間に従う AI と共に宇宙に逃げ

て、月を作り地球に新しい人間界を作ったが、また、宇

宙をさまよっていた反乱軍AIが人間を見つけ月と地球を

発見、また人間を消滅させる行動を起こした映画でした。

最後は、現在の人間と人間に従う過去から来たＡＩが協 

 

力して反乱軍ＡＩを破壊して、地球と月は元の軌道に戻 

した映画です。私は、以前から世界にある多くの遺跡、

ピラミッドやモアイ像など数百年も数千年も前に重機も

ない時代に、いくら多くの人間の労働で作り上げたとは

言え、考えられない事が多くあります。やはり、宇宙人

が地球に来て人間に高度な知識を指導していたと思って

います。現在の高度な進化は、高度に進化した生物のア

ドバイスで人間が進化してきたと思います。 

と今日は夢のある宇宙の話をさせて頂きました。皆さん

は、宇宙人どう思いますか？ 

 

a 幹 事 報 告    幹事  石川俊洋 君 

 別紙幹事報告を参照ください 

 

a 出 席 報 告        ☆は出席免除者 

欠席者：☆外木規之 仲亀秀樹 矢部英樹  

早川英寿 貫名英舜  

 

a お祝い・記念日  

結婚記念日 堀水東志夫（S45,4,4） 

      若林眞治（S49,4,13） 

入会記念日 渡邉奈津実（H29,4,7） 

      チャーターメンバー （H2,4,10）赤池次郎、

後藤憲治、堀水東志夫、片岡博昌、斉藤邦男、

外木規之 
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創業記念日 今村一徳（S8,4,1）堀水東志夫 S33,4,1）

竹田浩富（T2,4,1）斉藤邦男(S48,4,2)  

                                                                                                                

A本日のスマイル  

〇孫２人が本日1年生となります。   加藤康雄君 
〇来週休みます。忙しい日々送っています。     

後藤憲治君 
〇今月もヨロシクです。        若林眞治君 
  
A本日のプログラム  

クラブ協議会    PETS研修会報告 

担当 次年度会長・幹事代理 

セミナーは、３月１２日１０：１５分開会の点鐘。 

本会議が始まりロータリーソング斉唱（ピアノ伴奏中

楯有起さん）。次に次期 RＩ会長ゴードン R.マッキナ

リー氏のビデオで 2023-2024 年度のテーマ「世界に希

望を生み出そう」を発表。現在の戦争や紛争を終息さ

せ希望を生み出していく又ポリオ撲滅やDEＩをサポー

トしていこうという事です。DEI とは diverCity、

equity、inclucion(多様性,公平さ,包括)という意味

です。次にガバナーエレクト中村皇積氏の解説があり、

ロータリーの行動計画 1、より大きなインパクトをも

たらす ２、参加者の基盤を広げる ３，参加者の積

極的なかかわりを促す４、適応性を高めるという４つ

の優先事項の発表がありました。 

1、はポリオを撲滅し、ロータリーの役割を強調する。

ロータリー財団への寄付を行うクラブとロータリー会

員の総数を増やすとともに、年次基金とポリオプラス

への寄付を増やし、2025 年までに恒久基金を 20 億

2500万ドルに成長させる。特にロータリーの重点分野

においてクラブ、地区、国際プログラムが成果を上げ

られるようにし、その成果を測定する。  

２、は既存の立場を向上させる。革新的なクラブや参

加を促す経路を確立し、発展させる。ロータリーとロ

ータリー会員は世界を変える行動人であるという認識

と理解を高める。  

３， 個人的成長、リーダーシップ開発、奉仕、ネッ

トワークづくりの機会を通じて、ロータリーの中核的

価値観を支える会員参加促進の手段を強化する。入会

１年以内に退会する新会員の数を減らす。特にロータ

リークラブ、ローターアクトクラブの参加者の連携を

強める。クラブ、リーダーシップ、及びロータリーフ

ァミリー全体で、多様性、公平さ、インクルージョン

へのコミットメントを強化する。 

４、ロータリーのプログラムとロータリーが提供する

体験を見直し、その妥当性と効果を確実にする。バー

チャルでの繋がりの活用を支援・奨励することで、対

面式の会合、研修、ファンドレイジング、奉仕プロジ

ェクトの効果を最大限にする。ロータリーの奉仕提供

およびボランティアリーダーシップの構成を継続的に

見直し、効果を高め責務及び説明責任の所在をより明

確にする。以上が優先事項の目標です。 

 次に人頭分担金ですが半期３７,５US＄ 規定審議

会年次賦課金は年１US＄、地区資金負担金は(案)です

が年 一人２１０００円※35歳未満は半額となってい

ます。 次にエンドポリオキャンぺーンは地区統一行

動としてポリオプラス【古着 de ワクチン】プロジェ

クトを行う。地区内 RC から古着を回収し認定 NPO 法

人世界の子供たちにワクチンを日本委員会を通じてミ

ャンマー・ラオスなどの子供たちへポリオワクチンを

届ける大規模なプロジェクトとなる。古着回収袋１つ

につき、３５人分のポリオワクチンが子供たちに送ら

れ、古着１着の販売実績に応じて１人分のワクチンが

送られ、また、古着の販売は現地の雇用を生み出す。

第 2620 地区として初めての合同事業。午後の分科会

では７クラブ会長エレクトが、村松友吉 PG 司会で現

クラブの問題点や解決策、成功事例、各クラブの強み

など話し合う。その中で会員の減少、増強の仕方退会

防止はどうしているかなどに話が集中した。それにつ

いてはサークルや同好会への誘いが効果的というクラ

ブが多くあった。分科会２は静岡第２グループでの集

まりになり御殿場ロータリークラブの勝又洋ガバナー

補佐を中心に次年度の行事が発表された。今年度と同

様９月１０日に千本浜から富士の海岸の清掃を行う予

定です。（竹田会長エレクト） 

 

静岡「あざれあ」にて開催、幹事の代理人として出席

した。今回の中村皇積ガバナーエレクトの印象は躍動的

で行動力が前面に出ていました。ステージでは卓話テー

ブル無しの状態でマイクを持ちながら、ステージを右へ

左へと動きながら話をするRI会長と同じスタイルで話を

されていました。私は、当日の昼食で頂きました東海軒

のペッツ専用オリジナル弁当の話をします。 

東海軒の社長がロータリーメンバーの為専用オリジナル

弁当を製作したとの事です。NHK の「どうする家康」で

今や家康ブームの為か、お弁当の海苔が葵の御紋に切り



 

取られていまして、大変豪華なお弁当でした。そして、

お弁当の表紙に東照公御遺訓(とうしょうこうごくん)が

書いてありました。 

人の一生は重荷(おもに)を負(ふひ)て 遠き道をゆく

が如し、急ぐべからず 

不自由を常とおもへば不足なし 心に望(のぞみ)おこら

ば 困窮(こんきゅう)したる時を思ひ出すべし 堪忍は

無事長久(ちょうきゅう)の基 怒(いかり)は敵と思へ 

勝つ事ばかり知(しり)て 負(ま)くる事を知らざれば害 

其(その)身にいたる 己を責て人をせむるな 及ばざる

は過(すぎ)たるよりまされり 

（現代語）人の一生というものは、重い荷を背負って

遠い道を行くようなもので急いではいけない。不自由が

当たり前と考えれば、不満は生じない。 心に欲が起き

たときには、苦しかった時を思い出すこと がまんする

ことが無事に長く安らかでいられる基礎で、「怒り」は

敵と思いなさい。 勝つことばかり知って、負けを知ら

ないことは危険である。 自分の行動について反省し、

人の責任を攻めてはいけない。 足りないほうが、やり

過ぎてしまっているよりは優れている 

との意味です。お弁当の表紙印刷ですが、とても大切な

ことを改めて学びました。（今村会長） 

 


